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住まいは、家族や個人の健
全な生活の基盤であり、長

く住み続

けられるものにする必要が
あります。 

そのためには、住む方の生
活の変化（家族構成、成長

、ライフ

スタイル、年齢等）に応じて
、適切な時期に適切な

方法で住まいの維持管理
を行わなければなり

ません。 

住まいを健康な状態で維持
するためには、計画

的な予防（劣化対策、点検口
の設置）や健康診断

（点検）、正しい治療（メ
ンテナンス、修繕、リ

フォーム）が必要となります
が、これらを効果的に行うこ

とで住

生活が改善されると共に、
月日を経ても必要となる住

宅性能

を備えることが可能となり
ます。 

本書は住まいのクリニックと
して、健康を維持するため

に必要

な予防方法や治療方法に
ついてアドバイスしていま

す。適切

な治療とあわせて住まいの
耐久性や住宅性能を向上さ

せるた

めに必要となるリフォーム
を知っていただくことはも

ちろんの

こと、大きな治療を必要とし
ないような住まいの予防や

健康診

断も行っていただき、長く
住み続けられる住まい

を実現していただければ幸
いです。 



考えなくてはいけません



住宅履歴情報（いえかるて） 消費者支援制度
住宅履歴情報（いえかるて）は、新築時の設計図書や住宅性能の情報、修繕、改修・リ
フォームの履歴を「情報サービス機関」で保管し、必要な時（売買、リフォームの実施時
など）に必要なデータを引出し、必要な情報を活用することができます。
一般社団法人　住宅履歴情報蓄積・活用推進協議会　http://www.iekarute.or.jp/
●住宅履歴情報とは点検やリフォームの状況を記録する住まいの履歴書のようなも
ので、後々のリフォームや住宅を売る時にも役立ちます。



●主要構造部の劣化対策 
建物を長持ちさせるためには適切な維持管理を行うことが必要となります。床下
や小屋裏に点検口を設けて、定期的に点検ができるようにしておきましょう。 



街並みや景観に配慮した外観に
建物の外観は美しい街並みや景観を保つ重要な役割を果たします。外壁のリフォーム
を行う際には街並みへの調和や建物の資産価値を保つことができるような外観にす
ることが大切です。

地域によっては使えない外壁材もある

外壁材
外壁材

外壁材

外壁材



＜屋根の塗装＞セメント系の屋根は塗装が痛むとひび割れの原因になります。
10年を目安に塗り替えをします。

アルミ・亜鉛・シリコンからなるアルミ亜鉛合金をメッキしたガ
ルバリウム鋼板屋根材がよく使われています。他にアルミや銅
板も使われます。瓦に比べ軽く、屋根の勾配も緩くすることが
できますが、雨音や暑さ対策が必要です。



ガス調理器 IHヒーター 

レンジフードは、 
法令を尊守して 
設置してください 



リフォーム前 リフォーム後 

構造上、撤去可能な壁です！ 
この壁は、下に基礎が通っており、 
撤去できない構造上重要な壁です！ 

浴室・トイレなどのバリアフリー
水廻りのリフォームの際には、将来に備えてバリアフリーにしておくことも大切です。
段差をなくすことはもちろんのこと、手すりのための下地補強や戸を引き戸にするな
どの他、トイレやお風呂を広くする際には、将来介助ができるスペースを設けておくな
どをしておきましょう（参照：P23性能向上科）。なお、バリアフリーにすることで減税制
度などを利用できる場合もあります（参照：P43支援室）。

●ユニットバスか？ 在来工法浴室か？ 

浴室・トイレ・洗面室は、給水・給湯・排水のための配管が集
中しているため、湿気が多く、カビや腐れが発生しやすくなり
ます。そのため躯体の耐久性にも重大な影響を与えること
があります。 
これらを明るく清潔に保つことは、最もリフォームニーズの
多い箇所のひとつとなっていますが、これらの工事とあわせ
て床下等に点検口を設けたり、将来交換がしやすい設備配
管方式にしておくとメンテナンスや将来必要となる更新がし
やすくなります。さらに湿気対策や換気対策を十分配慮した
リフォーム工事は、住宅の劣化を防ぎ、耐久年数を延ばすこ
とにもつながります。 

従来の在来工法浴室をユニットバスにする場合、在来工法
浴室より若干狭くなることもありますが、防水や断熱性に優
れ、バリアフリー対応や乾燥暖房機能装備の商品等品揃え
も豊富です。また、工事期間も比較的短期間で済むことも
あって、浴室リフォームの主流となっています。 
一方、在来工法浴室は、浴室の形状や浴槽・内部仕上げ等を
自由に設計でき、オリジナルな空間を演出できるメリットが
あります。ユニットバスであったものを在来工法浴室にリ
フォームする場合は、室内側全面に防水シートを貼るなど防
水面での配慮が重要です。 
いずれにしろ、浴槽のみを取り替える場合は、給排水・給湯
工事や床・壁仕上げの補修も簡易な工事で済みますが、浴
室全体を変える場合は、給排水・給湯の経路や出入り口・窓
開口部等の構造躯体や基礎にも影響を及ぼし、費用もかさ
むこととなります。 

廻りリフォーム。



冬の寒い日に突然、給湯器・温水器が動かなくなって困った
覚えはありませんか。一般的に給湯器耐用年数は10年程
度とされていますが、本体が大丈夫であったとしても、制御
マイコンが故障することもあります。10年経過していれば、
故障がなくとも設備店やガス会社・電力会社に点検しても
らいましょう。また、ガス給湯器でも発電ユニットで発電し、
給湯・暖房のみならず自宅の電力を補完できるような省エネ
商品や、電気とガスの組合せで相乗効果を上げるハイブリッ
ド給湯・暖房システムも発売されています。

リフォーム工事の際、給水・給湯・排水のための配管が集中
している水廻りには、点検のための床下や天井点検口と、
湿気対策のための換気設備の設置をおすすめします。浴室
の出入り口や窓まわりの柱や土台などは、特に腐れが発生
しやすく、床下点検口が近くにあると容易に点検ができるこ
とにもなります。

●水廻りは点検と換気が大切

ユニットバス、便器、洗面化粧台の交換であれば、設備メーカー系列店など主に給
排水工事を得意とする設備店で工事が可能です。
しかしながら、位置や大きさを変える工事の場合を含め、一般的に水廻りの工事は、
基礎工、大工、内装工、電気工、配管工など複数の職種が必要となることが多く、
水漏れ対策など施工品質を要求される工事です。
このような工事は、複数の職種を短期間に効率的に手配し施工するノウハウをも
つ、リフォームに手慣れた専門店や工務店などに頼むことをおすすめします。



この診断（一般財団法人  日本建築防災協会編集）は、在来軸組工法・枠組壁工法（ツーバイ
フォー工法）の住宅や店鋪を対象に設計されていますので、鉄骨系、木質系のプレハブ住宅や
丸太組構法・混構造住宅は、各住宅メーカーや設計事務所、施工会社にご相談ください。



●どこから手をつける？ 省エネ対策 
一口に省エネと言っても、断熱化工事、家電やガス器具など
の設備機器の更新、自家発電装置の設置などさまざまな方
法がありますが、ここではリフォーム工事の際に省エネ仕様
にする方法を考えてみましょう。

●壁・床・天井を断熱仕様にする
外壁のリフォームや、増改築の際に、壁や床、天井を断熱仕
様にすることをお薦めします。断熱材を入れることによっ
て、冬は少ない暖房コストで暖かく、夏は少ない冷房コスト
で涼しくなります。断熱材には、天井や壁に敷き込むマット
状のものや床下に張るパネル状のもの、充填するタイプも
あります。また、床下からの湿気防止に防湿フィルムを敷き
込んだり、床下強制換気扇の設置も効果的です。

●窓を断熱仕様にする
省エネ効果を上げるには、窓回りの処置も重要です。現在
あるサッシの内側の木枠を利用して、障子建具を入れるの
も効果がありますし、二重サッシ（内側が樹脂サッシの製品
もあり）は、さらに効果があります。複層ガラスに替えられな

いかも調べましょう。また、この際、窓に防犯対策を施すことを検討してみましょう
（参照：P25防犯・防災編）。
※窓の断熱化を行うと税制優遇を受けることができる場合があります（参照：P43支援室）。

●断熱と防湿・換気計画
近年、断熱性能向上にともなって、壁内結露による建物の腐食が問題になってい
ます。そこで断熱材の能力不足による結露や室内からの生活湿気の浸入などに
対する防湿が重要になってきています。
断熱は温度変化の大きい外面（外気にふれる屋根、外壁、床等）から行い、防湿は
部屋などの高湿側でするのが効果的です。
また、室内の汚染空気や湿気の排除も同時に考える必要があります。すきま風が
入るからと言って容易に給気口をふさぐと換気が十分にできず、結露や一酸化炭
素中毒を招く恐れがあります。断熱計画とあわせて給排気の経路および換気方
法にも注意が必要です。



●トイレのバリアフリー対策
トイレの位置が寝室から遠く、寒い廊下を通っていかなければならないことがあ
ります。トイレや浴室等水廻りは、寝室に近い方が安全です。
トイレには立ち上がりのための手すりを設置するだけでなく、小型の電気温風暖
房や緊急時に対応できる簡易ブザーを取り付けるとより安心です。その場合、コ
ンセントの増設が必要になる場合があります。
また、介助のできるトイレにする場合は、便器のまわりに介助スペースが設けられ
る広さにします。

●浴室のバリアフリー対策
ドアの開け閉め、浴槽の出入り、入浴中の身体の保持、身体を洗う際の立ち座り
のためには手すりが重要な役割をします。身体状況に合わせ設置しましょう。
また、脱衣室と浴室の段差がないユニット型バスヘの改修や、在来工法浴室でも
引戸や折り戸による段差解消が可能です。

●階段のバリアフリー対策
階段の手すりは片側だけでも設置しましょう。降りる時に利き手側になるよう付
けます。下地がない壁への手すりの設置は、幕板などを間柱に取付ける等の補
強を行ってからしましょう。
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（注）介助スペースは、便器の前方及び側方の 
　　2箇所について確保することが必要。 

ロ）　介助スペースを設ける場合 イ）　内法寸法を確保する場合 



治体や、防犯ＢＬ-bs部品（CP部品の一部）が犯罪行為により毀損された場合、費
用が支給される制度があります。 
※利用するには、各制度で定められた一定の要件を満たす必要があります。 
　また、最新の情報は、お住まいの自治体のリフォーム相談窓口にお問合せください。 

※住宅リフォーム推進協議会 発行「住まいの防犯リフォーム」参照 

●セキュリティサービスの利用 
警備保障会社との契約で、防犯、防災、緊急通報が利用できます。 

耐震、バリアフリー、省エネリフォームを対象とした減税制度や補助制度があります
（参照：P43支援室）。くわしくは住宅リフォーム推進協議会が発行する「住宅リフォー
ムガイドブック」で紹介しています。

●どうすれば万全なの？ 防犯・防災対策 
空き巣の戸建住宅への侵入手口は「ガラス破り」「無施錠」が
大半です。また、侵入に手間取るとあきらめるというデータ
もあります。侵入を防ぐには、窓や玄関などの開口部の対策
をしっかり行うことです。 
一方、防災対策としては、消防法により原則としてすべての住
宅に火災警報器の設置が義務付けられるようになりました。 

●窓・ドアなどの対策 
防犯性能の高い建物部品としてCP部品※があります。また
防火用の外壁、シャッター、ガラスなどもありますので合せ
て検討しましょう。自分でできる対策としては、クレセントの
他に補助錠を取り付け二重ロックにしましょう。 
※CP部品…警察庁・国土交通省等関係省庁及び業界団体などからなる官

民合同会議で定められた「侵入まで5分以上の時間を要する」
など防犯性能の高い建物部品 

●外回り対策 
防犯対策としては、まず、敷地との境界をはっきりさせるこ
と、見通しをよくすること、侵入経路を作らないことです。 
例えば、オープンなカーポートにチェーンをするだけでも侵
入抑止力になるといわれます。また、視界をさえぎる塀は侵
入者の隠れ場所になりやすく、茂り過ぎた庭木も同様です。
さらに、二階への侵入の足場になるような構造物は、侵入を
防ぐような対策をとりましょう。人の監視が行き届かない所
には、人感センサーによる照明も有効です。 
防災対策としては、構造的に不安定なものは災害時に倒壊
して負傷者を出したり、避難経路を塞ぐ原因になりますので
改善が必要です。 

●防犯建物部品等の利用 
防犯性能の高い鍵への取り替え費用の一部を助成する自

●性能向上リフォームはだれに相談する？どこに頼む？ 
耐震・バリアフリー・省エネなどの性能向上リフォームは、大規模リフォームと同時
に行うのが合理的です。 

ここが要注意 主な依頼先 
（得意な業者・資格者) 

※工業化住宅は、上記のニーズに総合的に対処しますので、各住宅メーカーにおたずねください。 

ニーズ 

省エネ対策 

シックハウス対策 

防犯・防災対策 

耐震対策 

内　容 

侵入の危険性の高い部位から優先的に 建具店、工務店、セキュリティ会社 補強・設置工事 

既存部分も考慮した換気計画 工務店、内装店、建具店 増改築 

自然素材の建材、内装材を活用 内装店、建具店 内装工事 

家全体の計画が重要 電力会社、ガス会社、設備メーカー 設備・装置 

防犯対策もいっしょに 建具店、工務店 窓・開口部 

新工法・自然素材を活用 工務店、内・外装業者 断熱工事 

バリアフリー対策 介護保険に詳しく経験のある業者に 工務店、内装店、市町村 改修工事 

工務店、リフォーム専門店 図面を基に経験のある業者に 補強工事 

設計/構造事務所 主に耐震診断を依頼したところ 補強設計 

設計/構造事務所 自治体で紹介する建築士など 耐震診断 

外構と防犯設備の総合的な対策を 外構業者、設備業者 改修工事 

補助金や税制優遇など支援制度を活用しましょう













住宅建築の現場経験が10年以上の増改築を専門とする相談員で、戸建て住宅
等のリフォームの相談に応じ助言等を行います。公益財団法人 住宅リフォーム・
紛争処理支援センターに登録されています。

マンションリフォームの特性を踏まえたプランの提案、管理組合や施工業者との
調整において指導・助言を行います。公益財団法人 住宅リフォーム・紛争処理支
援センターが実施する試験に合格しています。

インテリアプランナーと異なり、床・壁・天井・照明・家具などの素材やデザイン
を選んだり組み合わせる空間装飾のアドバイザー。公益社団法人 インテリア産
業協会が認定する資格です。

インテリアの設計から工事監理までを行います。公益財団法人　建築技術教育普
及センターが認定する資格です。

キッチンや浴室などの水廻りの設備を更新する時、そのメー
カーの系列店に依頼すると、知識・技術も豊富です。





新築してもらった業者にお願いするのが最良ですが、連絡が取れない状態（廃業や
転職等）の場合は、同様の工事をされた方の紹介やご近所の評判等を参考にした
り、リフォーム瑕疵保険の登録事業者の検索サイト（P43参照）等を活用しましょう。

住宅リフォーム推進協議会では「標
準契約書式集」による見積書を用
意していますので、それを利用する
ことをおすすめします。相見積もり
をとった場合、「標準契約書式集」
だと比較しやすくなります。
見積りは、希望よりオーバーするこ
とがよくあります。業者に自分の可
能な予算をはっきり提示し、必要性
の高いものから優先順位をつけて
修正をしてください。時には設計の
再検討もあります。
リフォームには、思わぬ“追加工事”
が発生しがちです。ゆとりある予算
組みと資金調達をご検討ください。

住宅リフォーム推進協議会「標準契約書式集見積書」



公益財団法人 住宅リフォーム・紛争処理支援センターの

住まいるダイヤルでは 
リフォームや住宅全般に 
ついての相談のほか、 
次の相談も受け付けています。 

●リフォーム見積相談制度 
見積書に関する相談を無料で受け付けています。 

最寄りの弁護士会での弁護士や建築士との 
無料対面相談（専門家相談）を受け付けています。 

●弁護士等によるリフォームの無料専門家相談制度 

●住宅瑕疵担保責任保険法人一覧（平成27年8月現在）
（株）住宅あんしん保証 住宅保証機構（株）　（株）日本住宅保証検査機構
（株）ハウスジーメン ハウスプラス住宅保証（株）

住宅リフォーム工事に係る消費者支援制度 

住宅リフォーム関連71団体※が加盟。
リフォームに関する調査や冊子などの発行を行っ
ています。 ※平成27年8月時点

●保険法人に登録している事業者は一般社団法人 住宅瑕疵担保責任保険協会の
　ホームページ（ http://www.kashihoken.or.jp/）で検索できます。

リフォーム瑕疵保険
か　　し

一般財団法人
ベターリビング

一般社団法人
住宅履歴情報蓄積・
活用推進協議会

一般社団法人
住宅リフォーム
推進協議会

独立行政法人
住宅金融支援機構
（旧｢住宅金融公庫」）

一般社団法人
日本住宅リフォーム産業協会
（JERCO）

フリーダイヤル 0120-0860-35

http://www.jerco.or.jp/

●リフォームを対象とした税の優遇措置があり、要件を満たすリフォームを行った場合、
所得税の控除、固定資産税の減額、贈与税の非課税措置、登録免許税の軽減を受け
ることができます。耐震、バリアフリー、省エネ等それぞれの税制によって、居住者、
住宅や工事費等の要件が異なります。

リフォームで活用できる減税制度や補助制度

●地方公共団体が実施する補助制度を、都道府県・市区町村ごとに検索できます。
　 一般社団法人 住宅リフォーム推進協議会のホームページで確認できます。
「地方公共団体における住宅リフォームに関する支援制度検索サイト」
ホームページ http://www.j-reform.com/reform-support/

・住宅や工事の要件を満たす必要があります。
・所得税の控除については、最寄りの税務署にお問い合わせください。
・固定資産税の減額については、最寄りの市区町村窓口にお問い合わせください。
・登録免許税の軽減については、法務局にお問い合わせください。

リフォームの種類 耐震 バリアフリー 省エネ 増改築

所得税の控除 ○ ○ ○ ○＊

固定資産税の減額（家屋） ○ ○ ○ －

贈与税の非課税措置 ○ － ○ ○

登録免許税の軽減 ○ ○ ○ ○

＊一定期間のリフォームローンを借り入れて行うリフォームが対象です。
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「強くて快適な家を永く保ち続ける！ 2×4リフォームのすすめ」
優れた性能を備えたツーバイフォーの家、その性能
を維持しながら、永く住み続けるためのリフォーム
のポイントを簡潔に説明

編」

解決

一般財団法人 住宅金融普及協会
http://www.sumai-info.com

一般社団法人
日本ツーバイフォー建築協会
http://www.2x4assoc.or.jp

一般財団法人 経済調査会
http://book.kensetsu-plaza.com

一般財団法人 経済調査会
http://book.kensetsu-plaza.com

一般社団法人
日本建材・住宅設備産業協会
省エネルギー建材普及促進センター
http://www.kensankyo.org/syoene/siryou/

一般財団法人 経済調査会
http://book.kensetsu-plaza.com

リフォーム工事を行う際には、さまざまな共通の留意点があります。
当協議会では、リフォーム事業者や消費者がリフォーム工事を行う際に、参考
となるような情報を冊子にまとめ、発行しております。
ここではそれらの刊行物の中から一部をご紹介します。

一般社団法人 住宅リフォーム推進協議会の刊行物一般社団法人 住宅リフォーム推進協議会の刊行物

支援制度の他、リフォームの減税制
度、リフォームの種類やリフォーム
のすすめ方を消費者に分かり易く
解説しています。

住宅リフォームガイドブック

当協議会では住宅リフォーム工事
用の標準的な契約関係書式を作成
しています。原本の購入またはホー
ムページからの書式ダウンロードが
できます。

標 準 契 約 書 式 集

安心・快適住宅リフォームハンドブック

消費者の方々を対象に住宅の長寿
命化を解説した冊子です。

「長寿命化リフォーム」で
快適な豊かな暮らし

住宅をリフォームしようとしている
消費者の方々を対象に、リフォーム
で実現できる暮らし、上手なリフォ
ームの進め方、リフォームに関する
トラブルとその対応方法についてご
紹介した冊子です。

他の刊行物は当協議会のホームページに掲載しています。
http://www.j-reform.com/publish/index.html

http://www.j-reform.com/publish/
book_guidebook.html

ホームページ

http://www.j-reform.com/web-
seminars/reform-handbook/

ホームページ

http://www.j-reform.com/web-seminars/
d-book/consumer/book_swf.html

http://www.j-reform.com/publish/
shosiki.html

ホームページ ホームページ

一般財団法人 経済調査会
http://book.kensetsu-plaza.com


